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うと思い出す出来事 ある 二〇〇二年 成田―ハノイ間の直行便が就航する前 こと。香港経由でハノイ入り ると、到着は夜近く 入国審査も今よりゆっくりだった。その日は手荷物受け取り所 荷物をピックアップするのに時間がかかり、空港の外に出ると、 つものタクシーが出払っていた。周囲のベトナム人 筆者を一定方向に進めようとしているように感じた 、当時は流れに逆らう知恵もなく、白タ と知らないまま白色の乗用車に乗った。空港を 薄暗いスタンドで給油をし 車は市内に向けて走りだした。しばらくすると、闇の中 突然ボンネットが開いた。運転手 車を止めて閉め 行く。再びスタート。だが、少し むとま ボンネットが開いた……。内心筆者は穏やかでなかった。予定した宿泊先に辿り着いた時には安堵した。請求料金は一七ドル あの日、あの車で運転手は家に辿り着けたのだろうか。　
南部のホーチミン市では、タクシーの主流は
七～八人乗りの大型車と中型車であっ 先に紹介したマイリンとヴィナスンが中心で、特に
後者が優勢であった。車両数二七台で二〇〇三年にホーチミン市に登場したヴィナスンは、ビンズオン、ドンナイ、バリアブンタウ、ダナン、カインホアと主に南部を中心に活動域を広げ、今や車両数は五八〇〇台を超え 白を基調とし、深緑と赤色を車両下部に配した同社の車体デザインは落ち着いた印象を与える。その他にサイゴンツーリストなどがあったが、ハノイのタクシー百花繚乱ぶりと比べると会社数は少なかった。運転手の対応にも違い り、ハノイ市の運転手ほどにホーチミ 市の運転手は話さない傾向があった。　
二〇一四年七月のこと。ホーチミン市で空港
からの夜の移動の際に少し新たな経験をした。妻子が夏休みのために深夜便で一時帰国するを空港で見送った後 帰り道。タクシ 待ちの旅行客が多く、翌日 仕事のことが気にかかり、待つの 避けて 知らぬタクシーを利用し 。乗車すると、暑さの続くホーチミン市でクーラーをつけていない。ムッとし 熱気 体 覆った。車が動き出して運転手に話しかけても返事をしようとしない。携帯電話をいじりだし、何やらメールでやりとりを始め、片手運転を続けた。日頃我慢をすることが多 筆者だが、こ時は車を止めるように運転手に繰り返し伝えて下車し ベトナムは比較的安全で 治安はい方だと思う。しか 、日本での暮らしと同様に油断をすると、さまざまなことがあ 。　
タクシーも結局は人である。しかし、乗車前
に運転手の人柄まで 分か ない しかるべき場所で素性の確かなタクシーに乗車することを心がけたい。（てらもと
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